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印
刷

費
は

、1部
約

15円
で

す
。

袋井市の木・花・鳥（平成22年5月16日制定）
市の木：キンモクセイ

庭木として多くの家庭などに植え
られ、広く親しまれています。秋に
はオレンジ色の花が咲き、甘い香り
が漂います。

市の花：コスモス

秋になると、市内各地で彩り豊か
なコスモス畑が見られます。可憐
で美しく親しみやすい花です。

市の鳥：フクロウ
鎌倉時代の遺塵和歌集の中でも「袋井」
に掛けて詠まれるなど、歴史的な関わ
りが深く、市名と語感的にも類似して
いることから親しみを感じる鳥です。

■市民の動き（平成22年11月1日現在）　
人口／86,900人（前月比+8人）　世帯数／30,884世帯（前月比±0）

　

酒かすあえ
お酒が駄目な方でもこれなら大丈夫！

●作り方
①	酒かすは、酒を少々ふり、しばらくおいておく。
②	ニンジンは太めの千切りにし、かためにゆでて水を
きる。こんにゃくも太めの千切りにし、さっと湯通
しし、水をきる。

③	コマツナは、塩少々を入れた熱湯で1～2分間ゆ
で、水気を絞って3cmの長さに切る。

④	鍋に②を入れ、だし汁とAを入れて、煮含める。
⑤	①に白味噌、砂糖、塩、薄口しょう油を適宜（分量外）加え、すり鉢ですって、あえ衣を作り、③と④をあ
える。

酒かす… ………  大さじ3
酒 …………………… 少々
ニンジン …………  1/2本
こんにゃく … ……　1/2枚
コマツナ …………　1/2束
塩… ……………小さじ1/2
だし汁… ……　1/2カップ
白味噌… ………　大さじ2
　砂糖 …………　大さじ1
　薄口しょう油……小さじ1
　濃口しょう油……小さじ1/3

●栄養価（1人分）   エネルギー58kcal/たんぱく質2.6ｇ/脂質0.4ｇ/カルシウム62mg/鉄1.2mg/
　ビタミンC9mg/食物繊維2.4g/塩分1.6ｇ

●材料（4人分）

『毎月19日は、食育の日』

●薬膳まめ知識　酒かすは、焼酎や日本酒などと同じように、体を温めて血のめぐりをよくする働きがあります。

　
11
月
6
日
、
メ
ロ
ー
プ
ラ
ザ
で
「
パ

パ
っ
と
!!
イ
ク
メ
ン
講
座
」
が
行
わ

れ
、
0
～
3
歳
児
の
父
親
17
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
イ
ク
メ
ン
と
は
、
自
分
の
家
庭
に

合
っ
た
子
育
て
を
楽
し
み
、
自
分
自
身

も
成
長
し
て
い
こ
う
と
す
る
男
性
の

こ
と
。
講
師
か
ら
「
子
ど
も
を
連
れ
て

出
掛
け
て
く
る
の
は
大
変
で
し
た
ね
」

と
言
葉
を
掛
け
ら
れ
る
と
、
み
ん
な
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
た
表
情
に
。
こ
の
日
は
、

子
ど
も
と
一
緒
に
遊
ん
だ
後
、
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
意
見
交
換
。
イ
ク
メ
ン

ト
ー
ク
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

1人分の野菜量38g

A

　

最
近
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
特
別
番
組
で
取
り
上
げ
ら

れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、「
無
縁
社
会
」
が
話
題
に

な
っ
て
い
る
。
人
と
人
と
の
絆
き
ず
な
が
失
わ
れ
た
社

会
を
表
す
言
葉
な
の
で
、
大
き
な
行
政
課
題
で

は
あ
る
が
、
私
個
人
と
し
て
は
、
嫌
な
響
き
を

感
じ
る
言
葉
だ
。

　

少
子
化
や
高
齢
化
、
核
家
族
化
が
進
み
、
兄
弟	

姉
妹
が
い
な
い
人
や
、
夫
や
妻
を
先
に

亡
く
し
て
老
後
を
一
人
で
過
ご
し
て
い

る
人
、結
婚
し
な
い
若
者
な
ど
、「
血
縁
」

の
な
い
人
が
増
え
て
い
る
。

　

同
じ
職
場
で
定
年
ま
で
勤
め
る
生
涯

雇
用
が
減
り
、
派
遣
や
臨
時
の
雇
用
が

多
く
な
っ
た
こ
と
や
、
職
場
で
の
付
き

合
い
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、
仕
事

を
通
し
て
の
友
人
が
い
な
い
「
職
場
縁
」

の
な
い
人
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

　

核
家
族
化
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、

ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
に
移
り
住
む

人
が
増
え
、
さ
ら
に
個
人
や
室
内
で
の
趣
味
が

多
く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
が
住
ん
で
い
る

地
域
の
人
々
と
の
交
流
が
少
な
く
な
り
、「
地
縁
」

を
持
た
な
い
人
が
増
え
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
３
つ
の
縁
を
持
た
な
い
人
が
増

え
、
結
果
、
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
た
り
、
孤
独
死

な
ど
を
迎
え
て
し
ま
う
「
無
縁
社
会
」
現
象
が	

日
本
の
各
地
で
起
き
て
い
る
。

　

幸
い
、
袋
井
市
で
は
、
自
治
会
や
公
民
館
の

活
動
が
盛
ん
で
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
も

数
多
く
あ
る
の
で
、こ
の
力
を
活
用
し
た「
地
縁
」

づ
く
り
を
進
め
、「
脱
無
縁
社
会
」
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
思
う
。

　

市
内
13
の
公
民
館
で
は
、
音
楽
、
手

芸
、
書
、
絵
画
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
趣
味

や
健
康
づ
く
り
の
ほ
と
ん
ど
の
分
野
の

サ
ー
ク
ル
が
あ
り
、
入
会
者
を
待
っ
て

い
る
。
参
加
者
は
女
性
が
比
較
的
多
く
、

男
性
の
入
会
は
歓
迎
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

か
ら
、
思
い
切
っ
て
参
加
し
、
一
人
で

も
多
く
の
知
り
合
い
を
作
っ
て
ほ
し
い

と
思
う
。

　

協
働
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
「
ふ

ら
っ
と
」
で
も
30
以
上
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

が
登
録
し
て
活
動
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
団
体
の
目
的
や
使
命
に
同
感
で
き
れ
ば
、

是
非
、
入
会
し
活
動
し
て
ほ
し
い
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
楽
し
く
、
や
り
が
い
を

感
じ
な
が
ら
、
知
り
合
い
を
交
え
て
生
活
し
て

い
く
こ
と
が
「
無
縁
社
会
」
と
の
決
別
方
法
で

あ
る
と
私
は
思
う
。

「脱・無縁社会」


